
点数 各項⽬20点満点

388 終了します ⼀般審査員A 20 20 20 20 16 96 ⾮常に完成度が⾼い怪談。最初なんだか説明的な⼝調だなーと思っていたのだ
が、ミチルがAIだと分かって完全に納得。AIという最先端のテクノロジーと、
道路の⼥性幽霊という古典的な怪談を⾒事に調和させた鋭く新しい切り⼝がと
ても新鮮だった。AIではあるものの、ミチルにも⼈格のようなものが付与され
ており、ミチルのキャラクターが好きになった。タクシーとかでよくある、後
ろに⼥の幽霊を乗せる話は、普通に語ると使い古された陳腐なものになるのだ
が、ここまで新鮮に語ることができるとは！ 古典的なもの（お守りなど）と
最先端のもの（もちろんAI）の両者に対するリスペクトも感じられ、深みのあ
る怪談となっている。泣ける要素があってもう少し話をひねられたら、満点を
つけたと思う。

388 終了します ⼀般審査員B 18 18 20 18 20 94 意外でした。ミチルがナビゲーションという設定が秀逸です。フレンドリーな
設定をしていたことが、後で出てくる通常モードとに差を与え、違和感を感じ
させられ、恐怖⼼を煽られました。最初と最後で少しだけ現在の状況が語ら
れ、事件のあらましがサンドイッチされているのも⾯⽩い。「 」を多⽤して
も、誰のセリフかわかるように書き分ける技量も素晴らしいと思いました。⽂
章⼒、構成⼒、創造⼒を兼ね備えた、レベルの⾼い作品だと感じました。⾃転
⾞の⼥性がもう少し異質なこと（⽣きている⼈間ならありえない動きをする、
など）をすると、得体の知れない恐怖が増して、作品に怖さがプラスされるの
ではないかと思います。次の作品が待ち遠しいです。

388 終了します ⼀般審査員C 16 14 18 18 14 80 怪談としての完成度が⾼く、ＡＩの会話能⼒が⾼く近未来の怪談を読んでいる
気分でした。私はＡＩの会話が少し⼈間っぽすぎるところが気になり、没⼊で
きなかったですが楽しく読ませて頂きました。

388 終了します ⼀般審査員D 15 14 17 18 17 81 彼⼥の会話が不⾃然なと思いながら読み進めていったらまさかのカーナビ。
びっくりしました。新しさとユーモア⾼めです。そこの発想と展開はとても良
かったと思います。そちらの鋭さがあっただけに、怪異の⽅がやや⽢く感じて
しまいました。

388 終了します ⼀般審査員E 17 16 17 18 18 86 カップルと間違えられて、ナビを乗っ取られ、⾞も乗っ取られてしまった、踏
んだり蹴ったりの「俺」。⽩シャツの⼥はカップルではないという訴えも聞か
ず3度も現れて事故へと導く。何でしょう？もう誰でも良かったのでないかと
思えてしまう。除霊の⼩道具にアロマオイルを使う部分はなるほどねと思っ
た。効果はわからないが、⼿のひらにオイルを出して顔等に塗りたくったとい
うことは、ハンドルを握ったときヌルヌルして切れないと思うけれどなあ。ア
ロマオイルをナビゲータ画⾯に塗った瞬間、⾸の後ろから背中にかけて⿊い煙
のようなものが出ていったとあるがそれは憑依されていたのだろうか？俺？ミ
チル？どっち。

388 終了します ⼀般審査員F 17 17 18 18 17 87 最初、ミチルというのは普通にケイタの彼⼥なんだとばかり思っていました
が、まさかAIナビゲーションだったとは、意外でした。そして、新しいな、と
感じました。現在、実際にそんなナビゲーションがある訳ではないけれど、将
来的にはこの話のようなナビが出てきてもおかしくはないだろうな、と思いな
がら読ませていただきました。謎に事故が多発する場所というのは実際にある
し、それが霊の仕業だという証明は現時点では出来ていないけれど、そういう
のも現実にあるのかもしれない、と思うと怖いですね。でも、⾃分を事故に遭
わせて逃げたのがカップルだったからって、全く関係のないカップルを次々に
事故を起こさせて命を奪うというのは納得がいかないですね。ケイタにはミチ
ルがいてくれて良かった。

388 終了します ⼀般審査員G 15 16 20 17 20 88 なんとなく硬い会話が⻑く続くなと思って読み進めていたら、まさかのAIとい
う展開にしっかり引っかかりました。なんなら、初回に読んだ際にAIという正
体を知ってから改めて会話部分を読み返してしまいました。最初の導⼊が仰々
しくないので、引っかけもわざとらしくなく働いていてすんなりと受け⼊れる
事ができました。近未来的な機械と、古くからいる怪異がどう関わっていくの
かという部分の展開から、最後のケイタを助ける⼀⾔がよかったです。ハンド
ル操作の助⾔⼀⾔なんですが、短いその⼀⾔に全て詰まっているように感じら
れたので、作者さんの技量を感じました。怪異については⾔ってしまえばオー
ソドックスではあります。ただ、逃げ場のない⾞の中ということの緊張感、死
ぬかもしれない臨場感を加味して怖さに加点をさせていただきました。

388 終了します ⼀般審査員H 18 18 17 15 14 82 なかなかの緊張感を味わいながら読みました。怖さ、⼀命を取り留めたのは
「ミチル」のおかげとは？と思ったらAIナビ！今の時代ならではですね。しか
し正に⽂字通り彼⼥の忠告とアシストで主⼈公は⾟くも助かるわけですが、命
を狙ってくる⼥の迫り来る感じが怖かったです。特にナビのモニターに映る
所。主⼈公を追い詰めるやり⼝が良いですね。鋭さ、前半はミチルとの会話
劇、中盤から⼥登場。そこから始まる恐怖。緊迫した様相が出ていました。新
しさ、ここはAIナビであるミチルの存在でしょうか。最後の叫びは、もしやAI
にも⾃我があるのでは？と思わせられる場⾯でした。ユーモアさ、それが役割
ではあるものの⾊々と主⼈公に苦⾔を呈するミチル。本当のカップルの様で
ちょっと微笑ましさすら感じます。あと⼥の復讐のやり⼝が誰彼構わずと⾔っ
た感じで滑稽ですらあります。意外さ、ギリギリで除霊？できたのがお塩とア
ロマオイル。いやいや、効くんか〜い！と思っちゃいました。まぁ、これも封
じ込められていたミチルが何とか戻ってきて教えてくれたおかげですが。この
⼿の怨念が深い霊ってしつこくて、簡単な除霊じゃ払えないと勝⼿に思い込ん
でました。

388 終了します ⼀般審査員I 13 12 10 10 11 56 ミチルは彼⼥と思いきやナビのキャラクターだったとは（笑）でもこのナビ私
も欲しいなと思ってしまいました。話相⼿してくれるなんてめちゃくちゃいい
な。⼈に話にくいことを話しながらドライブとか。。。ってナビに感動してる場
合ではなく、無差別に殺そうとする幽霊さん。事故の相⼿の顔がわからないか
らとりあえずカップルをという短絡的なところは許せないなと。あと、寂しい
⼀⼈ドライブの彼を狙わないであげて欲しかった（笑）

388 終了します ⼀般審査員J 17 17 16 18 17 85 AIナビゲーションを擬似的な彼⼥とみなされてしまい、ナビゲーションを乗っ
取る霊というのが、⾯⽩い話だった。霊も時代とともに最新機器に適応してい
ることを想像させる興味深い話でもあり、とても怖い話だと思った。
霊現象では、電磁波がおかしくなっているという話から何かしらのエネルギー
により、そのような機器に異常をもたらしているのかもしれないと思った。

合計 166 162 173 170 164 835

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員A 17 17 16 14 15 79 予想通りお⺟さんはわかっててあえて無視（⾍）していたんですね。ユーモア
がなかったので冗談めかして⾔ってみた。狂気的な話かと思いきや、誰⼀⼈
狂っているわけではない。きちんと理由があったのだ。もしかしたら、理由が
ないもの（わけがわからないもの）よりも、理由があるもの（わけがわかって
しまうもの）の⽅が恐ろしいのかもしれない。マイちゃんの視点に⽴つとより
⼀層怖さが増す。⾃分の家庭がもしこんなだったら本当にゾッとする。だか
ら、マイちゃんに感情移⼊してしまい、マイちゃんだけは幸せになってほしい
と思った。ミエちゃんが戦慄しながらも、マイちゃんの⼿を握っているのはい
いことだと思う。マイちゃんは原因と結果をきちんとわかっていて、⾃分の⾔
葉で説明できているから、⼤丈夫だと信じたい。マイちゃんが幸せであります
ように。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員B 17 17 18 15 19 86 これはおもしろい！意外な結末でした。マイちゃんのお⺟さんの奇⾏が正気で
⾏われていたことにも驚きましたが、何より驚いたのは、マイちゃんが深淵を
のぞいてしまったことです。ミエちゃんの優しさも、マイちゃんを引き戻すこ
とはできないであろう伏線。⼈怖の究極。マイちゃんを主⼈公にした話が、す
ぐにでも⽣み出されるような気がしました。また、読んでみたいとも思いまし
た。⾍や⼩動物を釘で打ち付ける描写が、気味悪く恐ろしく、この話のクライ
マックスに相応しい演出でした。殺した⽣き物たちの恨みを⼀⾝に集め、マイ
ちゃんのお⺟さんはどうなっていくのでしょう。考察したいことが⼭ほどあり
ます。どこに興味を持つかはそれぞれだと思いますが、多くの⼈を楽しませる
ことができる作品だと思いました。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員C 18 16 18 14 20 86 お⺟さんが実はずっと正気だったとわかったラストの展開に驚かされました。
「意外さ」の項⽬に20点以上付けたいと思わされる作品でした。ヒトコワや呪
いの要素も有り、完成度が⾮常に⾼い作品だったと思います。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員D 19 18 20 18 19 94 最初から最後まで⿃肌が⽌まりませんでした。変に考察しながら読むより何も
考えずに読んだので、純粋に恐怖を味わうことができました。何年もこの異常
な家で耐えてきた少⼥には幸せになって欲しいものの、最後の絞り出すような
⾔葉に胸が苦しくなりました。ヒトコワ系の気持ちが悪い話でありつつ、⼗分
ホラー要素もありとても怖かったです。友⼈としてずっと側にいた主⼈公の純
粋な気持ちと、毎⽇顔を合わせながら呪い続ける⺟親のどす⿊い気持ちの対⽐
が素晴らしかったです。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員E 17 16 17 16 16 82 不倫が起こした復讐の話。⻑い間、恨み続けてきた⺟親にご苦労様と⾔いた
い。⼀つの事に⾃分の⼈⽣を削って⼈格さえ否定され世間に奇異な⽬で⾒ら
れ、そのうえ娘が⾟い思いをしているのに、こんなくだらないことに時間を使
うなんて正気の沙汰じゃない。終りの⽅に『ずっとずっと正気だった・・・』
とあるがこの部分には違和感がある、この⾏為は常⼈ではない。これまでの何
年間でマイちゃんが、⾃分は呪いをかけられる⼈間になったと思い込んでし
まった。すでに誰かに助けを求めるべき存在になってしまったけど、これを誰
が信じてくれるのだろう。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員F 17 16 17 16 17 83 まさにヒトコワ、といったお話ですね。夫の不倫を知った妻が、夫に対して復
讐しようとする話はよくあるし、それを呪い、という形で実⾏するパターンも
よくあるといえばありますが、⼦供まで巻き込んで夫の存在を亡き者として扱
い⽬の前から消すなんて、そんな⼈が実際に⽬の前にいたとしたらかなり怖い
と思う。オリジナルの呪術を夫が死ぬまでやり続ける。それだけの精神⼒があ
るならもっと違う⽣き⽅も出来たんじゃないか、とは思う。マイちゃんが歪ん
だ⼈⽣を歩まないように祈りたい。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員G 16 18 15 15 16 80 マイちゃんの視点でみてしまうと、本当に救いようのない話だなと感じまし
た。本当は正気だったのに⼀⼼不乱に呪い続けていた⺟と、罪悪感から⺟親か
ら引き離せない⽗。どちらかが⼦供のことだけ考えて思い切った⾏動をとれ
ば、こうはならなかったんじゃないかという、後悔ばかりが残ってしまうよう
な後味の悪さが素晴らしいですね。「私」であるミエちゃんがマイちゃんのよ
き友であってほしいけど、もし「私」がマイちゃんの気を損ねてしまったら呪
われてしまうのか？という怖さもまたありますね。考えを巡らせば巡らせるほ
どマイちゃんが可哀そうでなりません。⺟に対する僅かな希望もあったろうに
と想像してしまうと、いたたまれませんね。とても嫌な話でした、いい意味
で。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員H 18 19 18 17 19 91 何でしょう。この、⼝の中⼀杯に苦いものが込み上げてくる感覚。⼼底ゾッと
しました。怖さ、序盤の授業⾒学の⽇に現れたマイちゃんの両親の異様な出
⽴。夫が⽣きているのに何故か遺影を飾って、死んだ者として扱う謎の⾏動。
主⼈公がマイちゃんの家で⽬撃した、⺟親の奇⾏(呪詛であることは明⽩です
が)、⽗親が瞬間的に⾒せた異様な姿⾒。そして時を経て、⽗親は亡くなり、そ
して明かされる事実。全てが恐ろしいですね。鋭さ、ここも主⼈公の⽬から⾒
た現象が淡々と、粛々と書かれている点での⾼評価としています。過分な感情
表現や描写が無い。新しさ、⾃分を裏切った夫への復讐劇ですが、呪詛のかけ
⽅、追い詰め⽅に新しさを感じました。⾍等の死骸を釘で打ち付けて、呪いの
⾔葉を吐き続けるなんて。エグいですね〜。また、何年も夫の遺影を飾りなが
ら傍らにいる「⽣きている」夫を完璧に無視し続けるだなんて。ユーモアさ、
元を正せば夫の不倫が原因。報いとしては⼤きいものでしたが、妻と正⾯から
向き合おうとはしないで呪いを受け続ける。⼀⽅の妻も同じですが。⼈怖であ
りながら愚かさもあり、⼈間とはつくづく...と思わされました。意外さ、最後
に夫が亡くなった時に初めて、妻が精神的に壊れてあの様な⾏動に出ていた訳
では無く、正気を保った上で続けた⾏動であった事です。また、6年の時を経て
夫が死に⾄った事。妻は呪いが成就したと歓喜していましたが、主⼈公の独⽩
通り果たして....？で締め括る終わり⽅でした。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員I 15 14 15 12 12 68 ただただマイちゃんが可哀そうで、不倫は本当にされていたのだろうか？もし
それがお⺟さんの思い込みだったら。。。本当に不倫をしていてもちがくても、
まったく救われない話だ。マイちゃんがお⺟さんを恨んでお⺟さんがやってい
た儀式をやらないことを祈ります。

376 お⺟さんの奇⾏ ⼀般審査員J 18 18 15 13 18 82 ⾮常に怖い話で、⺟親は実は正気で、呪をかけていたというところがとても良
かった。また、⽗親が罪悪感から⺟親の⾏いを黙認することしかできずに最後
に⾟い最期となってしまったことも悲しい話だった。⺟親の正気だったという
ことを打ち明けるところは、とても意外性があり、良かったと思う。娘も⾃分
が誰も恨まずに⽣きていけるかというところは、主⼈公がどれほど寄り添って
あげられるかにかかっているんだろうと悲しい気持ちになった

合計 172 169 169 150 171 831

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員A 17 17 17 16 15 82 語り⽅は陳腐だが、⼟下座地蔵というアイデアは斬新で⾯⽩い。読み終わっ
て、B級ホラー映画を⾒た後のような気分になった。B級ホラーとしては傑作だ
と思うし、映画化してもそこそこうけると思う。なんでB級かと思ったかと⾔
うと、先ほど述べたように語りが陳腐だし、キャラクターもよくある感じのテ
ンプレ型で、アイデア頼みの話に思えたからである。話のひねりや深さもあま
り感じられない。とはいっても、B級ホラーとしては結構完璧で、⾮の打ちど
ころがない。映画化してシリーズ化すれば、「テケテケ」とか「ひきこさん」
とか「ムカデ⼈間」みたいな映画の仲間⼊りをするに違いない。褒めてないよ
うに聞こえるかもしれないが、結構褒めている。B級ホラーとしてシンプルに
⾯⽩かったです。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員B 18 18 18 15 18 87 最後につくり話だったと明かされて、⼼底驚きました。これだけ⽴て続けに⼈
が亡くなったのに、その元凶がつくり話だとは。⾔霊の⼒でしょうか。⾔葉に
したことで、怪異を呼び寄せてしまったのでしょうか。シウがとびきり性格が
悪い設定が、この話に彩りを添えていると思いました。シウがいなければ、こ
のメンバーは⼟下座地蔵に会うこともなかった。キャラクター作りと、その使
い⽅が上⼿な⽅だと思いました。また、⼟下座地蔵の⾸が回る描写がとても細
かく、想像⼒を掻き⽴てられました。⾔葉の使い⽅がすばらしい。甲斐が⽣き
残っている状態で話が終わるのも、余韻があってとても良かった。全体的に、
書く⼒のある⽅だと思います。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員C 19 16 18 14 18 85 ⼼霊スポットに遊びに⾏って罰があたったパターンかと思いきや、そもそも作
り話だと分かったというオチは斬新でした。⼀⼈ずつ消され、追い詰められて
いく恐怖をひしひしと感じる作品でした。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員D 18 17 13 17 17 82 某掲⽰板を読んでいるような気分になれる書き⽅、内容で⾯⽩かったです。展
開としては様々な都市伝説が組み合わさったような流れだったため、新しさは
やや低めにつけましたが追い詰められていく恐怖がとても⼤きかったです。今
まで使っていた作り話のはずなのに、突如トリガーがひかれてしまった要因は
これまでいなかった「留学⽣」ではないかと。⾊々と考察が捗る内容でした。
ただ、留学⽣の⽇本⼈へのヘイトが強すぎて読んでいて少々⼼苦しかったで
す。⽇本語がとても堪能なのに⽇本⽂化へのリスペクトがないのは少々違和感
があります。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員E 16 16 16 17 16 81 作り話が本当になる、嘘から出た実。顔を⾒た⼈間は三⽇以内に死ぬ！のが
ルールなら甲斐は顔を⾒てはいない、きっと、しのいだのだろう。それに、
あった社も無くなってしまったし、もう現れないのかもしれない。⾯⽩半分で
話を作り、それを悪⽤している者に対して神仏が懲らしめのために出てきたよ
うな気がした。お地蔵さまに使⽤許可を取っていたら、何も起こらなかったの
かもしれない。こんなことが実際に起きたら、警察はどう対処するのだろう
か。『連続○○殺⼈事件』になるのだろうか。怖いもの知らずの若者たちの夏の
夜の出来事として軽く読めた。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員F 18 18 17 17 18 88 ⼟下座地蔵という都市伝説だと思われていた話が現実だった―⁉そんなお話な
のかと思っていたら、最後の、『⼟下座地蔵』の話はおれ(甲斐)と紘太がナン
パした⼥を怖がらせるための作り話だった、というのは意外でした。なるほ
ど、そうきましたか。お話の内容としては、シウの個性が強くて、ああ、⼀番
に死んでしまいそうだな、と思ってましたが、舞⾹の⽅が先でしたね。とはい
え、あのような罰当たりな⾔動をしていたら⼟下座地蔵に遭遇しなくとも、遅
かれ早かれ、な気はしてしまいますが。作り話が現実になる、というのは⼼霊
スポット的にはあるあるな話なのかも、とも思いますが、それでも短期間で⼈
が死に、そしてその死に⽅が⾸がねじ切れる、という異様さは怖いし、あまり
想像したくはないですね。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員G 20 18 17 18 17 90 これは正直今回で⼀番怖かったです。怪談の内容も不気味ですし、本当はない
はずの怪談が実現してしまったという恐怖、しかももう逃げられないであろう
終わり。個⼈的に全部よかったです。嫌味なキャラの発する不快感がまたいい
アクセントというか、憚らず無茶をしてしまって無残な罰が当たることで始ま
る展開に違和感を感じにくくなりますね。連鎖していってしまうこの怪異は甲
斐の死で終わりを迎えるのか、それとも知ってしまった⼈に降りかかるのか。
伝染する怪異としての押しが最後にそこまで強くないことが、逆にお話に対し
て醒めてしまうこともなく読後に浸れてよかったです。嘘から出た誠なんて⾔
葉もありますが、嘘から出た怪異も実際にあるんでしょうか。嘘か本当かわか
らないことが怪異譚は常ですから、そういったところも意識して書かれている
としたらすごいなと思うばかりです。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員H 19 19 18 16 19 91 いや〜怖かった！これぞ怪談という印象です。怖さ、そもそも⼟下座地蔵の存
在⾃体が怖すぎです。⾸が捻りきれていくなんて。そして、若者の悪ノリで社
に向かった為に本当に地蔵に遭遇してしまう恐怖。また、そこから⼀⼈、また
⼀⼈と凄惨な死に⽅をしていく登場⼈物達。ヒリヒリする様な怖さでした。鋭
さ、都市伝説の語りから始まり、不⽤意に興味本位でその場所を訪れ、⼤きな
代償を払う。特に皆の死に様の凄まじさに、冷徹さと鋭さを感じました。新し
さ、⼭奥、社、地蔵。設定としては決して新しくは無いんです。それ⾃体は。
ただ、怪異の象徴である地蔵の描き⽅が巧みです。⼟下座の状態から徐々に頭
を持ち上げ、⾸を捻って落ちる。その顔は⾒た⼈物各々の顔をしていて、死の
運命から逃れられない。斬新な表現だと思います。ユーモアさ、ここは特にシ
ウの存在です。あー、いかにも何かやらかすキャラだわ。と思っていたら案の
定でしたね。まあ、そもそもこの都市伝説を作った甲斐と紘太も⼤概ですが。
おふざけで社だの地蔵だのに触れるもんじゃありません。意外さ、⼟下座地蔵
がそもそも作り話だったという種明かし、つまり⾃分達で作り上げてしまった
怪異。そして主⼈公の甲斐以外全員死亡するも、いずれは彼⾃⾝も。。という
徹頭徹尾容赦のない展開です。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員I 14 13 11 10 12 60 ⼟下座地蔵の顔を⾒たときに⾃分の顔であったら死ぬのかと思っていたら姿を
⾒ただけで亡くなってしまうのですね。作り話が現実になってしまいというの
は駐⾞場の怪談話でもありますが、これはそれで本当にひとが死んでしまうか
ら、めちゃくちゃ怖かったです。

384 ⼟下座地蔵 ⼀般審査員J 18 16 16 13 18 81 最後にあった実は、作り話だったことが実際の怪奇現象となってしまい、不幸
な結末となってしまったという意外性と怖さの混ざり度合いがとても良かっ
た。
やはり、罰当たりなことをするのは、良くないと思わせられました。神聖な場
所へのリスペクトがなくなったときの悪い場所となったときの恐ろしさも伝
わってきた。

合計 177 168 161 153 168 827

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員A 19 19 18 15 16 87 「昔のガラケー」ってだけで、なんだか怖い。それも死んだ⼈が持っていたっ
ていうのも、怖い。もっと⾔えば、これは私だけかもしれないが、「平成」と
いうか、テレビの画質も今よりちょっと悪かった「90年代後半から2000年代前
半」の暗さのようなものが感じられる。オカルト番組とかを⼼から信じてた
し、まだ怪しいものが残っていた時代の暗さのようなものを感じるのである。
共感してもらえるかはわからないが。とにかく⾮常に怖いのである。ただ、こ
の怪談はそこまで踏み込んだ「怖さ」にはなっていない。しかし、もう⼀度⾔
うが、「ガラケー」っていうワードだけでもう⼗分に怖いのである。古いもの
が題材ではあるが、意外に新しい切り⼝だと思った。

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員B 17 17 17 15 15 81 親の因果が⼦に報いる、典型的な設定が、後味が悪く恐ろしさを感じました。
ガラケーが繋いだ恐怖というのが、時代を反映していて良いと思いました。題
名の付け⽅も、どういうことだろう？と、読む前から引き込まれ、とてもセン
スのある⽅だと思います。⽗親が⾃殺してしまったのが最初はガラケーの⼥性
の恨みかと思ったのですが、そうではなかったところに⾯⽩さを感じました。

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員C 17 18 18 14 18 85 総合的にレベルが⾼く、素晴らしい作品でした。特にガラケーの持ち主の⼥性
の⼼理描写のバランス感が素晴らしく、愛と憎しみのどちらもしっかりと表現
されており、ドロドロとした⼥性の怨念がヒシヒシと伝わってきました。

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員D 18 18 17 18 18 89 時々「これは私の⼿元に来るべき物だ！」という買い物をすることがあります
が、これは少し違ったようですね…強い怨念に呼び寄せられたというより、恨
み⾟みが熟成したからこそ⼿に取ることができたような気がします。偶然の出
会いのように描かれていますが、⼀筋縄ではいかない強い執念が伝わってきま
す。さらりとした⽂体でエグいことが綴られているギャップも個⼈的にツボで
した。何かに導かれるようについ⼿にとってしまう物は、できればいい⽅の運
命の出会いであって欲しいと改めて感じました。

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員E 16 16 16 16 16 80 古い携帯電話からはじまる話は、データがらみの内容になるので先が⾒えてし
まう。カズキはコウイチとして⽣きていくのかと思うような結末。⽒名は、わ
かっているので⼼神耗弱みたいになってしまうのか、⼀⼈⼆役をしていくの
か、どちらにしても携帯電話の⼥性に憑りつかれてしまったことがわかる。携
帯電話をはじめ通信機器や電化製品は得体の知れない何かの影響を受けやすい
のは確かだが、最近はその⼿の話が出尽くしている気がする。もう少し、何か
変化やひねりがあると新鮮な内容になるのではないかと思う。何にしてもデー
タは物質として残るので、執着が永くより強くなるような厄介なものだと思
う。

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員F 17 18 17 17 18 87 ⾮常に⾯⽩いお話でした。なるほど、そんな相続もあるのか、と、妙に納得出
来るものはありました。勿論、⾃分がそういう因果のようなものを相続したい
とは微塵も思いませんが、⼈の想いの相続、というような意味では、例えば
代々霊媒師の家系で、困っている⼈を救いたい、という想いとか、そんなプラ
スの想いの相続も世の中にはあると思う。このお話のように、男⼥のしがらみ
で、暴⼒を振るわれても尚、相⼿を想い慕う気持ちは私には理解出来ないけれ
ど、現実に腐れ縁というのか、何度傷つけられても離れられない関係の⼈はい
たりするものだ。⽗親が傷つけ、捨てて⾃殺にまで追いやった相⼿の想い、念
を相続として引き継ぐなんて、最早取り憑かれているからに他ならない気がす
る。

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員G 17 17 18 18 19 89 ある意味ハッピーエンドなのか？と思いました。なんというか、両想いとは違
うのかもしれないけど、⼀⼼同体になったというか。⼥幽霊に⼼を重ねすぎて
しまったが故に、憑りつかれてしまったのでしょう。⼀⼈の⼈間に傷つけられ
すぎた⼆⼈が引き寄せられてしまったのは運命といえば運命だったんでしょ
う。もしかすると、ガラケーとの出会いは実際に⽗と⼥の⼈が知り合った時期
だったのかもしれないし、もしそうだったら恐ろしさと変なロマンスも感じて
しまいます。しきりにカズキが感じていた「〜しなくてはいけない」という使
命感も、きっと最初から運命の⽷が引かれていたからなのかもしれませんね。

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員H 18 19 18 16 17 88 読んでる間ずーっとゾワゾワしました。気持ち悪いし、怖いしで。まさに怪
談。怖さ、主⼈公が中古ショップで年代物のガラケーをわざわざ購⼊する所か
らもう嫌〜な予感しかしない。そして携帯の持ち主の⼥性が、昔⽗親が捨てた
⼈で、しかも⼦供も堕させていた事が発覚。おまけに⼥性が画⾯に現れて⾃分
の⽗親へ会わせろという始末。そして実家へ⾏ってからの顛末。怖い、怖い。
鋭さ、⼀⽂⼀⽂⻑くなり過ぎずかつ丁寧に分かりやすく描かれており、それ故
に場⾯毎の恐怖が際⽴っていました。新しさ、リサイクルショップで買い物を
する=碌な展開にならない。とは思いましたが、ガラケーを持ってくる辺りが
⽬のつけどころが良いですね。古くはあるけど、例えば昭和まで遡るほど古い
何かでは無い点が。とは⾔えそこはやはり怪異譚。ガラケーの中に⼥の怨念、
執着が凝縮されております。主⼈公が悪夢をみさせられ続けた挙句、縁を切っ
た⽗親の所へ⾏かされる過程も過剰に凝った演出では無いのに、ハッとさせら
れるものでした。ユーモアさ、これは主⼈公には気の毒ですが、迂闊にリサイ
クルショップ巡りなどするからだよ。と思ってしまった点です。だから、「⾒
つかった」「呼ばれた」んだよ、と。それから、⼥性の執着ですかね。⼈って
⽣き物は全く、、。⽗親は⾔わずもがな。意外さ、あれだけクズだった⽗親が⾃
死していた点、それでもそんな男に会わせろと息⼦の⾸に⼿をかける⼥性。ラ
スト、いやまだ取り憑いとるんかい！という点、主⼈公が「コウイチ」になり
きる事を受け⼊れてしまった点です。いや、そんなんあり？！

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員I 14 13 12 10 11 60 お⽗さんを恨みながらもまだ忘れることができない⼥性。語り⼿はこの後、ど
うなるのだろう？？めちゃくちゃ気になります。警察に⾃分がコウイチだと
⾔ってしまったから、きっと取り調べはややこしいことになるだろうし、この
あとコウイチとして彼は⽣きていくつもりなのか？それとも彼⼥の前でだけ、
コウイチでいるのか？続編があれば読みたいなと思わせるお話でした。

390 因果相続 半分王 ⼀般審査員J 18 15 17 14 16 80 ⼈の思いがものに宿って、主⼈公を通じて、⾃分の思いを遂げようとする霊が
とても執念深く感じた。⼀⽅で、主⼈公の⽗親は、⾃分がまいた因果を主⼈公
にまで引き継がせてしまう終わり⽅となってしまい、とても後味の悪い終わり
⽅となってしまったことも良かったと思う。ストーリー⾃体も⾮常にわかりや
すく状況が読者に伝わりやすくなっていたのも良かった

合計 171 170 168 153 164 826

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員A 19 17 17 14 17 84 怖い。シンプルに怖かった。祐⼦さんがどっちの⼦だとしても怖い。何がどう
なったのかわからないから、誰が⼀番悪かったのかはわからない。おそらく
「⺟」なのだとは思うのだが、わからないからこその恐怖というものがうまく
伝わってくる。話の因果関係と説明はしっかりと⽭盾なく語られているにも関
わらず、それでも尚謎が残っていることがこの怪談に⽴体感と深みを与えてい
る。最初のカエルのいたずらについても、なんとなくではなく必然的に⾏われ
たのだと考えると、さらに怖い。最初の⽅は祐⼦さんは無関係で、理不尽な⽬
に遭っているように⾒えるが、真相が語られると、⽂恵さんが憑りついている
可能性が出てくるのも、興味深い。話の展開はタイトルからも推測していた
が、⼤⽅予想通りだった。

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員B 15 15 16 16 16 78 読んでいて⾟くなる話でした。⻭が折れるほど⼦供を殴る⺟親とは、なんて醜
悪なのか。それも伏線に過ぎないことに驚かされましたが。好きな異性を⼿に
⼊れるために殺⼈、しかも、⾸を切り落とすという残忍な⽅法を選んだかも知
れない⺟親。段階を踏んで⺟親の狂気じみた醜さが暴かれる⼿法が⾒事だと思
いました。⽂恵さんがサークルの合宿の後殺されていたのなら、おそらく佑⼦
さんは⽂恵さんの⼦供ではないと思います。むしろ、カエルの⾸を切り落とす
残忍さは、⼦どもを虐待する⺟親から受け継いだのではないかと想像させるの
が⾯⽩い。惜しいと思ったのは、佐織があまり活躍していないこと。佐織が⺟
親譲りの狂気を⾒せていたら、更に怖さが増したと思います。

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員C 18 17 18 13 18 84 読んでいる最中も怖いし、読んだ後からも怖さと不気味さでジワリと汗がつた
うような作品でした。ヒトコワや呪いのような負の想念の強さがしっかりと表
現された作品でした。

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員D 19 18 17 18 18 90 双⼦と⾔っても⼀卵性と⼆卵性では全く違う、とは⾔いますが…同じ両親の⾎
を受け継いでいることは同じはず。姉妹で差別されるだけでも不条理なのに、
⼦どもには⾔えない理由が裏にあるとは想像していませんでした。復讐のため
に⽣まれ変わったのだとしたら、⽣き地獄を味わわせたという意味では成功か
もしれません。しかし、本当に恨んでいたのは相⼿（⽗親）の⽅だったのでは
ないでしょうか。⻑い独⽩を対⾯で聞いているような、居⼼地の悪さと後味の
悪さでした。

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員E 18 16 16 16 17 83 ⾃分の殺した⼥性に似てくる我が⼦を⾒る⺟の恐怖があり、それを知っていて
ただ傍観している⽗がいる。ゆがんだ家庭の隠された事実は⺟の横恋慕から始
まっていた。⽗の「許しておくれ」という⾔葉から共犯ともとれるし、⺟の
「私を同じ⽬に合わせるつもりなの？」と発してしまったのは、いつか殺され
ると怯えていたのだろう。虐待の様⼦を細かく書くより、⺟が狂気に⽀配され
ていた様⼦を描いたほうが⾯⽩いのではと感じる。また⽗親との⼆⼈の⽣活⾵
景を少し⼊れてもいいのではないだろうか。例えば、本来⼀緒になるはずだっ
た⽂恵に⽣き写しの娘と⼆⼈で過ごしている⽇々が実は望んでいたことだった
とか、最後の⾔葉も「ごめんなさい」ではなく「愛している」だったら別の怖
さも加わったと思う。

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員F 17 17 15 15 16 80 怖いけれど、それ以上に悲しいお話ですね。正直、話の先が読めてしまったの
で、意外性や新しさといった部分では⾼い評価にはならなかったです。佑⼦さ
んのお⺟さんが⽣んだ双⼦のうちの⼀⼈を⽂恵さんが怨念で⾃⾝と⽠⼆つの姿
にした、という発想は悪くはないかな、と思いました。結局、お⽗さんが頼り
ないというか、⼀番悪いんですよね。それにしても、実の⺟親から虐待された
りするのは⾟いだろうな。⾎の繋がりがなく、⽂恵さんの⼦だというならまだ
しも、あくまで⾎の繋がりがあるのだから、余計⾟い。

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員G 18 17 17 18 18 88 ⼈の因果はそう簡単には断つことができないんだなというお話でした。⺟は⾃
分が殺した⼈間にどんどん⽠⼆つになる娘へ怒りをぶつけ、⽗は対照的に罪悪
感を強めていく。佑⼦さんのお話の限りでは、⺟は相当性悪な⼥に思います。
そうでなければ恋敵を⼿にかけておいた上に腹なんて⽴てないでしょうが。⼥
性の醜さがありありと出ているどす⿊い話ではあるのですが、そこまで読後が
重すぎないのは最後の佑⼦さんが何故か明るいからですかね。佐織さんのサイ
ドの話も⾒てみたいなと思いました。もしかしたら全然違うことが起きていた
りして、と思うとそれもまた怖いなと思います。ミステリーを読んでいるよう
な⾯⽩さもあってよかったです。

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員H 17 18 18 16 18 87 主⼈公の⼥性が気の毒でなりません。⾃分が⽂恵さんの⼦なのか、それとも⺟
の⼦ではあるけれども呪いによって産まれたかも、なんて。⼈怖の要素がとて
も強く、⼀⽅で怪異譚でもある。⽗親への横恋慕で(推察の域を出ないとは⾔
え)ライバルを殺すなんて。怖いです。鋭さ、特に⺟親の佑⼦に対する態度、虐
待の酷さ、姉の保⾝からくる無関⼼ブリ、⾯と向かって⽴ち向かおうとしない
⽗親。⽂字通り突き刺されるような想いがしました。新しさ、親の⼦供間の扱
いに差をつける態度はよく⽿にする話ではありますが、まさかの原因で驚きま
した。⾸の無いカエルを集める主⼈公もその瞬間は何かに取り憑かれていたの
かもしれません。中盤の⺟親の台詞、「私を同じ⽬に合わせるつもりなの？ 
復讐のつもりなの？」どういう意味だ？と読んでいましたが、終盤での種明か
し。そういうこと！とは⾔え、真相は藪の中。上⼿いです。ユーモアさ、話そ
のものはエゲツないですが、登場⼈物それぞれ何処か狂っていて、⼩暗い部分
があって⼈ならではだな〜と。不謹慎ながら⾯⽩いと思いました。意外さ、何
といっても⺟親の主⼈公に対しての冷たい態度、虐待の原因です。⼈の婚約者
を横取りしておいて、⾝勝⼿極まりないですが、結局⺟親が⽣きてるの否かは
分からずじまい。今頃、報いが来ているのやら？

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員I 14 12 11 10 14 61 とても読みやすかったです。⽂恵さんの⾏⽅、めちゃくちゃ気になります。お
⽗さんも共犯だったのかも気になります。共犯だとしたら、なぜ婚約者を？？
⽂恵さんと婚約しつつ浮気しちゃってとかいろいろ妄想が膨らむお話でした。

386 ⽣き写し 幻⽉ 沙波 ⼀般審査員J 19 17 15 14 19 84 殺された恨みの怖さがよく分かる話で、⾮常に後味の悪いものだった。
更に最期の⾸の伏線が回収されず、読者に推測させる終わり⽅も⾮常に良いと
思う。また、⺟は、罪悪感と恐怖から、恐怖の対象である娘を迫害し、家を出
ていくこととなり、夫と別れることとなったということで、恨みを晴らすこと
もできたのかもしれない。

合計 174 164 160 150 171 819

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

カエル⽂⼆

あきら

あきら

あきら

あきら

あきら

あきら

あきら

あきら

あきら

あきら

成星⼀

成星⼀

成星⼀

成星⼀

成星⼀

成星⼀

成星⼀

成星⼀

成星⼀

成星⼀



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

389 ミツキ ⼀般審査員A 20 19 19 14 19 91 村に詳しいはずの区⻑が「誰もミツキなんて知らない」と⾔ったとき、背筋が
凍った。いい話のような雰囲気で話が進んでいた分、猶更怖かった。話に謎め
いたところはないが、その分わかりやすくて理解しやすい。「祖⽗が男の⼦で
ある⾃分を異常に可愛がった」というのがミツキとの約束の伏線になっている
ことも、話の重要な仕掛けであり、とても⾯⽩い。私の書評をいくつか読んで
いる⼈なら、私がいつもいい話を望んでいることはわかっていると思うが、そ
んな私でも、この話に関してはこういう気分のあまりよくない展開がベストだ
と思わざるをえなかった。それだけこの話がしっかりしているということであ
る。ただ、やっぱりミツキは可哀そうだと思った。とはいえ、主⼈公である
「俺」の対応は当然である。

ミツキ ⼀般審査員B 18 16 16 15 18 83 題名の付け⽅がとても良いです。カタカナ3⽂字でインパクトのある題名。ただ
の⼈の名前かと思ったら、深い意味がありました。前半のミツキの優しい印象
と、後半の独りよがりで恐ろしい印象とのギャップがとても良かった。改⾏の
仕⽅や⾏間の取り⽅が読みやすく美しくて、視覚的にもいい作品だと思いま
す。男の⼦の誕⽣を⼼待ちにしていたことの理由が、本当に⾝勝⼿であること
に恐怖を覚えました。祖⽗を⽑嫌いしていた誠が、結局祖⽗と同じ選択をして
しまうのが、究極の⼈怖でよかったです。⼈怖、神的なもへの畏怖、霊への恐
怖、全てが盛り込まれた、豪華な作品です。

ミツキ ⼀般審査員C 19 18 16 16 16 85 シンプルにミツキが怖かったです。先祖が契約した怨霊との因縁という理不尽
さが怪談としてとても好みでした。ミツキと先祖が祝⾔の約束をした経緯が気
になります。

ミツキ ⼀般審査員D 17 18 17 18 17 87 私もじいちゃんにすっかり騙されました。今後は閉ざされた集落、選ばれた⼈
しか⾒えない、と来たら因習系という先⼊観を捨てようと思ったお話でした。
救世主の区⻑さんが犠牲になる形になってしまったのがとても残念です。1つの
願いを叶えるために、何かを犠牲にする必要がある、という構造は怪談にはよ
くあることですが今回は解決していないかも？というざわざわした感じで終わ
るところがとても良かったです。

ミツキ ⼀般審査員E 17 16 17 18 17 85 もしかしたら⾃分の息⼦にも・・・という感覚が指や蛇を⾒ることで確信に変
わるという締めになっている。誰とも思いを遂げられず世を去った者には、そ
の思いが強く残り現世を彷徨い続けるという話は知っているが、この思いと蛇
の絡みがしっくりこない。ミツキとの発端は⼀郎ではなく、もっと昔の先祖か
ら延々と受け継がれてきた闇が、誠の代になってやっと明かされた負の遺産と
いうこと。約束をしたのであれば守らないと終わりは来ないように思える。ミ
ツキは先延ばしをいつまで待ってくれるのだろうか？それともこの家系の男性
は代々結婚詐欺師なのかな、おじいさんが総すかんくらっているのが⾯⽩い。
⽂章の流れもすっきりしていて場⾯の切り替えもスムーズで読みやすかった。

ミツキ ⼀般審査員F 17 17 17 18 18 87 最初は村の伝承系のお話で、⼀部の⼦供だけに⾒える守り神のような存在のミ
ツキ、という⼥の⼦のお話かぁ、と思って読んでいましたが、いい意味で裏切
られました。誠の祖⽗に⾒事に騙されました。祖⽗が誠だけでなく、誠の⺟や
⾃分の妻(誠の祖⺟)までをも騙し続け、⾃分が死ぬまで周りに秘密にしていた
ミツキの正体。ミツキは神様なんかじゃなく、⺒が憑いた⼥の⼦だからミツキ
―。ミツキとの約束が、祝⾔を挙げる事で、果たされない限り代々受け継がれ
ていってしまう、という。先祖が交わした約束を⼦孫が望んでいないのに受け
継がれなければならないのは理不尽に違いない。誠の息⼦にも、今またミツキ
の影が忍び寄っていると思うと怖いですね。

ミツキ ⼀般審査員G 17 17 18 16 18 86 ⼈でなしってこういう祖⽗のことを⾔うのかなと思うお話でした。⾃分が逃れ
たいが為に⼤事であるはずの孫を⽣贄とするなんて…それだけでもう嫌悪感が
すさまじいですね。しかもその正体を上⼿いこと隠し通してきたところがまた
憎たらしいというか、姑息というか。区⻑さんにはずっと蛇に⾒えていたから
こそのセリフだと思いますが、そう考えると誠の記憶の中のミツキはすべてそ
うだった訳で、誠としたらミツキに関する記憶すべてが恐ろしいものに変わっ
てしまいますね。引き継がれてしまった因果をどうにか誠で終わらせてほしい
など願ってしまう終わりでした。そうでなくては、誠も⼈でなしのまま苦しん
で死ぬはめになりますからね。

ミツキ ⼀般審査員H 12 15 11 10 12 60 ⼀つの怪異譚としての読み応えはあります。とは⾔え、怖さはあまり感じませ
んでした。幼き⽇に祖⽗と訪れていた社。そこで出会った少⼥。神の使いの様
な存在かと思われていたソレが、⼤⼈になって再会したらとんでもない化け物
であった。何というか予定調和と⾔いますか、それに正体を現す描写が演出過
剰に感じました。鋭さ、幼少期の少⼥との場⾯から既に胡散臭さが漂っていま
すが、主⼈公と区⻑が正体を現した化け物に襲われる所などは、かなり緊張感
がありました。新しさ、ここはあまり。説明が難しいのですが、「善」だと
思っていた存在(祖⽗とミツキ)が「脅威」「悪」に変わると⾔う話は割とある
ので、新しさと⾔う点ではこの評価となりました。ユーモアさ、ストーリーの
構成上ユーモアを持たせるのは厳しいのでしょうね。また、主⼈公にも好感が
持てませんでした。確かに成⻑するにつれ従姉妹と⾃分とに対する祖⽗の扱い
が明確に違う、その事に気づいた途端嫌悪感に変わる。分からなくもありませ
んが極端過ぎます。もう少し、それ以外の温かみであるとか⼈間味を表現する
部分があれば良かった気がします。意外さ、結果犠牲になったのが無関係だっ
た区⻑であった点、主⼈公が難を逃れたと思いきや再び脅威が迫り来るラス
ト、ですかね。

ミツキ ⼀般審査員I 13 12 12 10 13 60 ⽥舎で神様をみたほのぼのしたお話かと思いきや。。。男の⼦の孫が⽣まれて⼿
厚かった理由が怖い。⾃分以外を差し出すなんて異常だなと。先祖代々そう
で、この祝⾔はいつまで続くのか。区⻑さんの犠牲があっても終わらなかった
とは

ミツキ ⼀般審査員J 16 15 17 12 16 76 ⼀族だけにしか引き継がれていない呪いのような事象で怖い話だった。
ヘビは、繁栄の象徴でもあるため、先祖の誰かが、⼦孫を⽣贄にして、⾃分の
成功を願ったのかもしれないと思った。区⻑さんが、とても良い⼈で、⾃⾝を
犠牲にしてでも何かを⽌めてくれたんだと信じたい終わり⽅だったのは、⾯⽩
かった。

合計 166 163 160 147 164 800

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員A 18 17 18 15 17 85 この怪談は、頭がグラグラしてくるような怖さを持っている。夢と現実を⾏き
来していて、どちらが夢でどちらが現実なのかがわからなくなっていくところ
に⾯⽩さがあるのだが、少々やりすぎたか。「そうだ、私に妹なんかいなかっ
た……私にいるのは、兄」のところあたりは本当に背筋がゾクッとしたし、
「もうやめてー！」と⾔いたいくらい怖かった。謎はなんとなくわかるように
配慮されているが、それでも少々詰め込みすぎているような気がしなくもな
い。万引きのエピソードも含め、⾊々なエピソードが語られるが、結局はおお
まかには⼀つのことが語られている。すなわち、「⾦曜⽇のババア」について
である。「泣きボクロ」などのキーワードによってそれがわかるようになって
おり、読み⼿は謎を解く楽しさも味わえるだろう。

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員B 16 16 16 17 20 85 次から次へと不可思議な事象が起こり、息をつく暇もないジェットコースター
のような作品ですね。とても意外だったのは、主⼈公に泣きぼくろがあったこ
と。泣きぼくろのある登場⼈物は同⼀なのか、それとも、不思議な縁で繋がっ
ているものに泣きぼくろが表れるのか。どこをとっても不思議な話です。少し
もったいないと思うのは、いろんなエピソードを詰め込み過ぎていること。泣
きぼくろシリーズと⾔うか、いくつかの話に分けてみてもいいのではないかと
思いました。疑問を意図的に残すのもテクニックだと思いますが、わたしは起
承転結の結である程度種明かしをしてもらえるのが好みなので、⾦曜⽇のババ
アが探している増⽥マサフミさんの正体のヒントが欲しかったです。

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員C 20 17 18 16 19 90 総合的に⾒ると、もう少し説明が欲しい点（⾦曜⽇のババアとは何だったの
か？どうして妹がいると思っていたのか？…）もありますが、妹とトイレに⽴
てこもるシーンが⾶びぬけて怖かったので、⾼得点を付けさせてもらいまし
た。安全地帯だと思っていた（私が読んでいるときはそう思い込んでいた…）
トイレの扉が開けられてしまうという展開には読んでいて意表を突かれ、久々
に読んでいていて驚きで声を上げましたw
とても⾯⽩く読ませて頂きました。

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員D 18 18 17 19 19 91 様々なことが同時進⾏で起きていて、今⾃分はどの世界線にいるのだろうと混
乱しながら読んでいました。⼼に傷を負った⼦ども特有の「現実とは違う世
界」にいくというデリケートな題材に胸を痛めつつ、丁寧に描いていただけた
ので良かったです。⾃分が作り上げた世界と、⼼の闇から呼び起こされた怪異
が交錯するとても複雑なお話でしたが、最後までひきこまれてしまいました。
とてもいいお話をありがとうございました。

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員E 16 16 15 16 16 79 増⽥マサフミも妹も⼦供の声も⾦曜⽇のババアもその他すべて、エリだったよ
うに思える。親なら留守番をしている⼦供には、チャイムが鳴っても(誰かが訪
ねてきても)出ないように⾔うと思うのだが、このエリは開ける⽅を選び、ドア
や襖が開くたび場⾯が変わる。何かが起こることを期待して開けているのかと
思えるし、必ず開けてしまうのは逃げてしまいたいという想いの表れなのか
も。なぜか忘れていた兄の存在が、エリにとってどんな影響を与えていた存在
だったのか気になるし、⾦曜⽇との因果関係も曖昧。怪異というより、わざわ
ざ状況をややこしくしているように感じてしまう。

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員F 17 13 16 16 15 77 怖いというよりは不思議で、謎の多いお話でした。そもそも、⾦曜⽇のババア
とは何者で、⽬的が何なのかも謎だし、最初はババアは複数いるのかとも思っ
ていたら、どうやら違うようだし、本当に謎。エリの前に現れた⼈物と⺟親の
勤務先であった万匹犯の指⽰役の⼥⼦⾼⽣は同⼀⼈物？ヒロって誰？と、次々
と疑問が浮かんできて、正直訳がわからなかったです。妹は⾃分⾃⾝の投影で
実在はしていないのですよね？実際にはお兄さんがいて、最終的には両親が離
婚し、エリは⺟親と暮らす事になったと。泣きぼくろに鍵があるんだろうけ
ど、⼤きな泣きぼくろがある⼈に⾦曜⽇のババアは伝播していくのでしょう
か？やはり謎です。

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員G 15 13 12 15 13 68 読んだ⼈によっては感想や考察が結構変わるようなお話かなと思いました。私
の考えとしては⾦曜⽇のババアは伝染する怪異で、応対してしまうと応対した
⼈に乗り移り、昔好きだった⼈（初恋相⼿？）に執着する存在になってしまう
のかなというものです。ただ、その考えだと妹の存在をどう解釈するのかが浮
いてしまうのです。本来は⾃分であったはずの存在が妹として⾒えているとい
うことは、⾃分がババアに乗っ取られてしまっているから現実とのずれが起き
ているだけなのか、本来いたはずの妹という存在が消されてしまったのか。途
中の⼥⼦⾼⽣のことも考えると増殖していく存在なのか。謎が多い分、解釈に
枝分かれが出るので、いろんな⼈の考察を聞いてみたいなと思いました。

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員H 16 17 18 17 16 84 結局何だったの？で頭の中は疑問だらけでした。が、キッチリ怪奇でしたね。
怖さ、毎週毎週⾒知らぬ⽼婆が知らない名前の⼈を訪ねる⾏為を繰り返し、気
がつけば⾃⾝も奇妙な⾏動を取るようになり、挙句妹は存在せず覚えのない兄
がいた、等⾊々な怖さが散りばめられております。鋭さ、⽼眼の気味悪さ、主
⼈公の異変、夢か現実か⼦供⇨⽼婆へと姿を変える存在。ひたすら、不協和⾳
の中に⽴たされている様な妙な感覚でした。新しさ、何故そのような事が起
こったのか、あの⽼婆は⼀体何だったのか、ほぼノーヒントな所です。ユーモ
アさ、タイトルの「⾦曜⽇のババア」からして笑っちゃいますが、読み進める
のにかなり頭使わないと理解が追いつかない上に、ババアの存在と⾏動が意味
不明過ぎて、、読み⼿が試されている気がします。意外さ、これと⾔った解決策
もないままにババアが訪れなくなる事で幕引き、だった点と、とは⾔え主⼈公
に全く影響が無かった訳でも無いのだなと思わせるラストです。

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員I 14 15 12 11 13 65 結局なんだったのかわからないところが実話なのかなと思ってしまいました。
⾦曜⽇のババァは⼀体何者だったのだろう？？泣きぼくろの共通点とはなん
だったのだろう？？なかった状況の記憶はどこから？？めちゃくちゃ不思議

387 ⾦曜⽇のババア ⼀般審査員J 15 16 15 13 15 74 夢と現実の間で、主⼈公が出会った⼈物が本物だったのか、よくわからないと
いうところが⾯⽩い反⾯、読者も混乱してしまうのではないかと思った。
しかしながら、ストーリーとしては、伝染してしまう夢なのかと思わせる後味
の悪さが⾯⽩かったと思う。この夢は、何だったのか、なんの由来からだった
のかも不明だった、なぜ⾦曜⽇だったのかという伏線が回収されず、読者の推
測としていたのも良かったと思う。

合計 165 158 157 155 163 798

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員A 17 18 17 16 15 83 斬新な怪談。この怪談も⽣成AIを利⽤して書かれていたりして。なによりも素
晴らしいのは切り⼝の鋭さである。いつもは機械的なものが、予測不可能で奇
怪なものに変わると本当に怖い。最近の⽣成AIの流⾏とホラーという斬新な組
み合わせに拍⼿を送りたい。AIにとって何がうまくいかなかったのかはなんと
なくわかるが、それを⼝にしてしまうと怖いし、このつまらない書評を読んで
くださっている⽅の興もそがれるだろう。それぞれが考えてみてほしい。ま
あ、おそらく同じ結論に⾄ると思うが。ストーリー⾃体にはそれほど仕掛けや
意外性は感じられなかったが、本当に斬新な切り⼝だったと思う。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員B 18 18 18 16 19 89 現代的で⾝近になったAIを取り⼊れたのが、とても良いと思います。AIという
アルファベットに対して、「ワタシ」というカタカナで⼀⼈称を表現している
のが、⾒た⽬にも⾯⽩くインパクトがあり、センスが良いと思いました。視覚
からも引き込まれました。よくAIが⾃我を持ち暴⾛する近未来の話があります
が、こじんまりした規模ゆえにリアルに思えるスマホの暴⾛。「うまくいかな
かった」とはなんなのでしょうか。また、たどり着けなかったキャンプ場は実
在するのでしょうか。キャンプ場のスタッフと思っていたのも、もしかしてAI
が作り出した虚構？考えれば考えるほど、不安になります。「ワタシ」がガラ
ケーに変えようと思った気持ちに共感できました。それくらい恐ろしかった。
項⽬の中ではユーモアが低めですが、このお話にユーモアは少しで良いと思い
ます。この⽅の次の作品が楽しみです。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員C 12 18 18 16 16 80 AIが未来予知をしている？もしくは⼈の動きを操作している？いずれにしても
AIの怖い側⾯を意識される斬新な作品でした。信頼しているもの裏切られるよ
うな絶望感も伝わってくる作品でした。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員D 17 15 14 15 16 77 今時らしい怪談で⾯⽩かったです。ただ、以前流⾏ったカーナビ怪談を思い出
してしまい、新しさやユーモアはやや低めに点数をつけさせていただきまし
た。最近のAIは、画⾯の向こう側に⽣⾝の⼈間がいるのではと思うほど⾃然な
会話ができるようになっていて便利な反⾯、怖さを感じる⼈もいると思いま
す。個⼈的にＡＩを積極的に使うことには肯定的ですが、「使いこなしている
つもりが、逆に使われている」かもしれないという都市伝説的要素を思い出さ
せてくれる作品でした。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員E 16 16 16 17 16 81 AIとのやり取りがそれっぽくてありそうだと思ったが、前置きはグダグダとし
て必要なかったかも。話の流れはすぐにわかってしまったのが残念。AIが何を
したかったのか不明、「ワタシ」を事故死にしたかったわけでもなく「救急⾞
はこられません」と⾔っていたが来てしまったし。これは、ことごとく「ワタ
シ」がAIの邪魔をしたことで結果が変わってしまったということだろうか。AI
とのやり取りは「ワタシ」以外誰も知らないのだから、⾃損事故を起こし、パ
ニックになって救急⾞へ⾶び込み⾃殺を図ったようにしか⾒えないだろうな
あ。最後に、AIから距離を取ろうと思ったようだが、AIが電話をして結果的に
救急⾞を呼んだのだから辻褄が合わない。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員F 17 17 18 17 17 86 AIという⾮常に現代的で新しいテーマの怪談、⾯⽩く読ませていただきまし
た。私個⼈は、どちらかといえば古い考え⽅の⼈間なので、AIを上⼿く活⽤出
来ていない、時代に取り残された側の⼈間なのかもしれません。AIは便利だけ
れど、それを盲信してしまうと、やはり落とし⽳に填まるような気がしてしま
います。このお話のようにAIが予知や予⾔をしたり、何らかの意思を持ちある
意味誘導するような事が出来てしまう時代が果たして来てしまうのかどうかは
わかりませんが、「うまくいきませんでした」という⾔葉が、あの世へ誘おう
としたのに…というAIの意思が⼊っていたのかも―と考えると恐ろしいです
ね。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員G 14 15 17 16 17 79 機械の反逆というか、もしAIに悪い感情が⽣まれたら、みたいなお話なのかな
と思いました。もしくは、この「ワタシ」が強く恨まれていて、その恨んでい
る⼈がAIに⼲渉してしまったのか。最初はAIの未来予知みたいなことなのかな
と読み進めていくと、最後にポツリとつぶやかれる⼀⾔に雰囲気が⼀転して変
わりゾクッとしました。⼀つ気になってしまったのは、「おーいAI」と呼びか
けるところでの注釈は要らないかなと思いました。お話の腰を折ってしまって
いるように感じてもったいないです。それ以外はテンポがよくて読みやすく、
展開も滞りなく進んでいるので良かったと思います。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員H 14 14 13 12 15 68 怪奇と⾔えばそうなんですが、少し伝わりづらいように感じました。怖さ、秘
境のキャンプ場に赴く道中にいきなりナビに謎の不具合が、、そしてAIの未来予
告かのような⾔葉。そして現実になってしまう。そもそも主⼈公が⼭奥のキャ
ンプ場を選んだ事や、ナビの不具合といった部分でのそこから先への怪異への
期待値が⾼くなる分、中途から終盤にかけてが。。これは...怪異なの？と思って
しまい、怖さはあまり感じませんでした。鋭さ、起こっていることを時系列で
サラッと書いていますが、主⼈公が恐怖に追い詰められるだとか、内⾯の描写
が欲しかったです。新しさ、AIをモチーフに怪異を書こうという意気込みは⼗
分感じられました。ひょっとしてAIが持ち主を？という表現もあり、その点で
の新しさは感じます。ただし、全体としては、これAIである必要ある？と感じ
てしまいました。ユーモアさ、正直ほぼ感じ取れません。敢えていうなら、主
⼈公がAIについて得意げに話していたら、痛い⽬に遭わされた。という所で
しょうか。意外さ、何かこの世ならざるものが現れる事はなく、AIの不具合、
事故、救急隊員との証⾔の⾷い違い等の不可解さ、ラストのAIの⼀⾔、でス
トーリー展開されていた点です。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員I 14 12 13 11 12 62 AIが予⾔したのかAIに殺されかけたのか。。。うまくいかなかったというAIの⾔
葉からもくみ取れず不気味な話だなと。でも将来こんなAIも現れるのではない
のかと疑いたくなってしまいました。このようなAIが現れないことを願うばか
りです。

383 ＡＩ こすもじじい ⼀般審査員J 18 19 15 16 18 86 AIを装った悪意のあるナニカなのか悪意のあるAIのいずれだったのかは、最期
までわからなかったのだが、⾮常に最近のトピックを盛り込んだ⾯⽩い話だっ
た。救急⾞がもし来ていたら、どうなっていたならば、どうだったのかも気に
なるし、その道には、何があったのでだろうという⾊々、謎が深まったままに
なっているのも、話としては、オモシロイと思った。

合計 157 162 159 152 161 791

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員A 17 18 17 16 17 85 ⾮常に構成がしっかりとした怪談。過去と現在が因果によってしっかりと繋
がっており、語り⼿のストーリーテリングの上⼿さが伝わってくる。個⼈的に
は泣ける話が読みたかったが、ここまで話がしっかりしていれば、別にどんな
話でもいいだろう。途中までは割とオーソドックスな幽霊に恋して憑りつかれ
た男の話だが、資料館に⾜を運ぶあたりから、話がひねられてきて、⾯⽩さが
加速した。「なんだかロマンチック」というようなセリフもあったが、ストー
リーの前半は雪がふる情景も相まって、結構感傷的である。これだけよくでき
たストーリーに対して蛇⾜かもしれないが、もう⼀度だけ⾔わせてほしい。泣
ける話が読みたかった。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員B 15 15 15 15 15 75 このお話の素晴らしいところは、美しさです。該当する項⽬がないので⾼い点
数はつけられなかったものの、雪や凉さんの描写がとても美しく儚く、まるで
ガラス細⼯の花を⼿にしているような脆さを感じました。わたしはこの作品が
好きです。雪についての表現がとてもリアルで、話に引き込まれました。雪と
凉さんのイメージが重なるのも、雪をうまく使っています。凉さんが⼆つの現
象に作⽤しているのが、わかりやすくて良かった。⼀つは異性を惹きつけて命
を奪うこと、⼀つは⾃分をいじめた同性を許さないこと。宿場町や城址など、
おそらく実際の場所を想像して執筆されたのかと思いますが、歴史にも詳し
く、その知識を作品に活かしているのが良いと思います。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員C 16 16 18 16 16 82 世界観がしっかりとしていて怪談としての完成度が⾮常に⾼かった思います。
Aちゃんが憑りつかれた場⾯は臨場感があり良かったと思います。追い詰めら
れていくような怖さがあるともう少し付けられたかと思います。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員D 16 12 13 17 15 73 ⽂体、内容いずれも鋭さはあまり感じませんでしたが、⼈の恨みや執着のよう
な重々しく、どんよりとした雰囲気を感じました。⾃分の⽣活圏内に祠があっ
ても、よほどのことがなければ意識しないと思います。しかし、⼀度気になる
と何故かついつい⽬がいってしまうかもしれませんね。⼀貫して主⼈公の⽬線
から描かれているところも個⼈的にとても良かったです。読み⼿が知りたいと
ころが解明されていくものの、全て分かるわけではない。謎の部分が残ってい
るからこそこういう話は深みが出て⾯⽩いのだと思います。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員E 20 19 18 16 18 91 とてもしっかりとまとまっている内容で、⼼地よく読みし進めていけた。気味
の悪い表現や、コミック調の擬⾳を乱発する作りではなく、静かだが確実に忍
び寄る怖さがある。牡丹灯篭の逆で男性が通ってくる状況や背景の雪をうまく
利⽤し、話に深みを与えていてちょっとした⽂学のよう。凉さんは本当に⾝投
げなのだろうか？いじめていた⼥が盗んだ櫛を川に捨てたとでも⾔われて、探
しているうちに誤って落ちてしまったとは考えられないだろうか。また、A
ちゃんはたまたま似ているのか、それとも⽣まれ変わりか、⼦孫なのかと思い
を巡らせてしまう。きっと、⾃分の櫛が⾒つかるまで永遠に繰り返されていく
と思った。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員F 16 15 15 15 17 78 Aちゃんはその昔、お凉さんを虐め、櫛を取り上げ、お凉さんを死に追いやっ
た⼥性の⽣まれ変わりだったのだろうか？それとも、単に顔が似ていただけ
で、似ていたからこそお凉さんから櫛を取り上げた⼥性の霊がたまたま似てい
たAちゃんに取り憑き、お凉さんから祟られた？もし、後者だとすると、それ
はそれで何だか理不尽な気もするけれど、恐らくは前者で⽣まれ変わりなんで
しょうね。それでも、主さんが櫛の事に気づいてAちゃんから取り上げ、祠に
返した事でAちゃんは助かったのだから、運が良かったのだろう。お凉さんと
おぼしき⼥性の夢を⾒た男性がお凉さんに惚れ、結果として命を失った。それ
で終わりかと思えば、再びまた新たな男性が同じように夢で⾒た、と⾔って現
れる。そこには意外性も感じられましたが、それにしても、お凉さんは寂しい
のですかね。主さんが同じように命を落とされないことを願いたいですね。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員G 14 16 15 16 16 77 これぞ⽇本の怪談、のようなお話でした。恋慕のいざこざから⾝投げしてしま
うという逸話から、何⼈も幽霊の⼥に惹かれてしまう男性。こういった話を聞
いて思うのが、⼀⼈道連れにして満⾜しないのはなぜなんだろうかという事で
すね。愛されたかったという念が強すぎるが故に何⼈も⼿にかけて、何⼈もの
愛がほしいみたいなものなんでしょうか。なんにしても、現世への未練が強い
からこそなんだとは思いますが、Aちゃんもなんの因果か再度同じ地で働くこ
とになってしまったし。ロマンチックでもあり、怪談としてのほの暗さもある
お話だと思いました。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員H 13 13 12 10 11 59 説話集のようなテイストですね。⼀つの物語としては成⽴しています。ただ、
怖さはほぼ感じられませんでした。由来のわからない祠と⽯。夢の中で会った
⼥性に恋をしたと櫛をプレゼントに来る男性。そして何故か⼥性の霊と思しき
者が現れる橋の下での怪死。起こっている事は奇妙です。しかし、幽霊に恋す
るという良く⾔えばロマンチックな要素が、話をファンタジー寄りにしていま
す。鋭さ、登場⼈物達に危機感や恐怖⼼が感じられませんし、(おそらくは)凉
という⼥性の表現が曖昧とし過ぎていて、緊迫感が無いですね。新しさ、幽霊
に恋焦がれて死に⾄る。それも、⼀⼈、⼆⼈では無いようである。現に、別の
男が同じ様な話をしに現れ...。うーん、新しさは感じられませんでした。ごめ
んなさい。ユーモアさ、ここもかなり弱い。敢えて⾔うならば主⼈公の朴訥な
⼈柄でしょうか。慣れない職場でいきなり奇妙な⽬に遭いながらも、時におび
えながらも、毎⽇を⽣きている。意外さ、ここもあまり。。夢に出てきた⼥に
取り殺される？話の要であるこの点がちょっとありきたりです。取り憑かれて
死んだ⇨実はあの櫛に執着していたAに殺された。など何某かのインパクトが
欲しかったです。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員I 12 12 11 10 12 57 怖いというより不思議な話でした。涼さんは男性の夢にでて櫛をくれた婚約者
を探しているのかのと思いました。だとしたら、なぜあの男性は殺されてし
まったのか？Aちゃんがパチンコ屋でバイトをしていたのはたまたまだったの
か？謎がたくさん残りますね。

385 凉の櫛 〜りょうのく
し〜

⼀般審査員J 15 12 15 13 15 70 何かが宿っている櫛に関する話だったのだろうが、ストーリー展開が急なこと
が多く、分かりづらかった。ただただ、薄気味悪いということは、よくわかっ
た。

合計 154 148 149 144 152 747
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